
 

 

 

 

 

 

「梨なび」を用いて黒星病防除技術の習得を指導 
 

甲賀地域では、平成 28 年度から、ぶどうとなしの新たな果樹産地づくりの取組を

進めており、令和 2年度には、なしで約 35a、10 戸の農家が新たに栽培を開始してい

ます。 

今年度は、これらのなし農家を対象に、気象データを基に黒星病の防除タイミング

がチャートで可視化できるシステム「梨なび」を用いて防除技術の習得指導を行って

います。 

年度当初には、黒星病の発生の原因や防除対策について集合研修で知識を深めると

ともに、パソコンが活用できる農家には実際に「梨なび」システムを導入してもらい

防除に活用してもらっています。 

今年は、黒星病が発生しやすい気象条件が多く現れていますが、「梨なび」を活用し

たことにより、ほとんどの農家でタイミングよく防除が実践され黒星病の目立った発

生は認められていません。一方、黒星病の発病を許してしまった農家に対しては「梨

なび」のチャート画面から防除タイミングの判断を誤った部分を見つけ出し、次年度

の反省材料にすべく指導を行っているところです。 

梅雨明けまでは、まだまだ黒星病の注意が必要なことから「梨なび」を活用しなが

ら防除技術の習得指導を引き続き行う予定です。 

※「梨なび」 平成 28 年開発、千葉県ナシ病害防除支援情報システムの略称 
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普及現地情報 

「梨なび」で防除タイミングを指導 防除実績が表示され、次の防除タイ

ミングの判断材料となる「梨なび」

のチャート画面 


